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品種は勇翔・プレスト・ニーナＺ、台木は全てゆうゆう
一輝黒。今作は、年1作・2作の比較や仕立て方の違
いが年間収量に及ぼす影響を調査します。

引き続き草勢は旺盛で葉が非常に大きく茂ってい
る。2月末に遮熱塗料（トランスパー）を塗布し、3月
からは遮光カーテン（30％遮光程度）を積極的に使
用し、ハウス温度が30℃以上にならないようにして
います。キュウリは春以降は日射は程々にして高温
抑制を重視した方が生育が良くなると考えていま
す。

直近の環境データ・管理方法

給液量1000ｍｌ/株程度（日射比例）、排液率
30％程度（排液は全量再利用）、給液ＥＣ7.0
で管理中。排液ECが高くなってから樹が一気
に絞れてきて、ようやく糖度7～8度程度の高
糖度になりました。遮熱塗料トランスパーを3
月初旬に塗布してから、ハウス内が明らかに
涼しくなり萎れも無くなりました。
今後はなるべく高糖度を維持したまま尻腐れ
をどこまで抑制できるかを見ていきます。

全品種で収穫を行っています。

現在、EC1.8前後、晴天時の給液量1200㎖ほ
どで栽培を行っています。

有機肥料試験区、ココバッグ慣行栽培区とも
に順調に生育しています。

今月で栽培を終了します。

-

3月に入り、外気温や日射が高くなってきたの
でこまめに遮光するようにし、ハウス内の温
度が25℃以上にならないように管理していま
す。
給液量200cc/日、潅水回数4回、EC1.0前後
で管理をしています。
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直近の環境データ・管理方法

現在、開花は26～29段目になりました。
3月に入り日射が強くなってきたので
萎れに注意して管理していきます。

給液は日射比例制御、晴天時は約1500cc、
給液ECは1.8前後、排液率10-20％になるよ
う調整しています。

直近の環境データ・管理方法

13,14段目の収穫中です。
日射が強くなってきたので
潅水量の増やし遅れに気を付けています。
天気の悪い日の翌日は
遮光を積極的に入れて対策しています。

給液量は、プロファーム（日射比例）で制御、
晴天時で1500ml/株、ECは1.8、
排液率20-30％になるよう調整しています。

圃場写真②

直近の環境データ・管理方法（晴天日）

※特に表記のないものは
設定と実測の温度を示しています

今月の状況
と

今後の管理
直近の環境データ・管理方法

品種は例年通り桃太郎ホープｘアシスト接木
4年目と新品バッグでの生育比較、
『ハーフ』バッグの比較展示も行っています。

3月中旬時点で、日平均気温約18℃、潅水量
1500ml/株程度、排液率20％前後。草勢は強い状
態を維持していて玉肥大も良い。日射比例で潅水制
御しているので日射量の増加に伴い潅水量も自動
的に増えていくため、潅水不足による萎れは見られ
ない。
4月に入ったら遮熱塗料の塗布を検討します。
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トヨタネ研究農場の「今」をお知らせ！　　圃場の写真と、環境データ・管理方法も合わせてご覧ください！
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【耕種概要 予定】
・スイートコーン品種比較①
　播種　3/16日　直播（3粒）マルチ
　収獲　6/20日頃

・スイートコーン品種比較②
　播種　4/10日頃　直播マルチ
　収獲　7/10日頃

3/16日に播種しました。
コーン①の今作は試作品種を含む14品種を試
験します。各穴3粒播き、0.02のポリマルチで被
覆しました。

今年は気温が高く、3/22の時点で早くも一部発
芽を確認しています。葉がマルチを押し上げる
くらいになったらマルチに穴を開けていきます。

　冬キャベツ　計4作型
　　①年内作　　　　栽培終了。
　　②年またぎ作　栽培終了。
　　③年明け作　　栽培終了。
　　④3-4月作　　9/26定植。3月下旬収穫予定。
　
　春キャベツ　計1作
　　年明け作　栽培終了。

　初夏キャベツ　計1作
　　5-6月作　　2/22定植。5月下旬収獲予定。

③と春は、3/9に再調査を行い、重量や詰ま
り、在圃性を確認しました。

④は、3/24に収穫・調査を行います。
4月まで栽培予定です。

大玉トマト16段開花、ミニトマト23-25段付近開花。
給液ECは設定上限の7.0（単肥処方）、排液ECは
約20。排液率は10-20％程度。平均温度17℃前
後で管理しています。
3月初旬に遮熱塗料トランスパーを塗布しました。
高糖度栽培ではなるべく遮光はしたくないので、
ギリギリまで遮光は我慢します。現在は大玉9度、
ミニ10度程度の糖度で安定しています。
4月7日にこのハウスの見学会イベントを行いま
す。
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　　①年内作　　　 7/27播種、8/25定植。
　　②年またぎ作　8/19播種、9/15定植。
　　③年明け作　　9/5播種、9/30定植。
　　④年度末作　　9/20播種、10/14定植。
　　⑤春作　　　　　12/26播種、2/17定植。

1作目　栽培終了
2作目　ブロッコリー収穫終了、
　　　　　カリフラワー収穫終了
3作目　収穫終了
4作目　収穫開始
5作目　１回目の追肥実施

現在の収穫段数及び収穫量（3月17日現在）
　　　藤姫　32段　（24,870g）
　　　スナップ（ハーフ）35～36段（52,634g）
       スナップ(ﾚｷﾞｭﾗｰ)37～38段（62,200g）

ココバックベットにタイベック展張（2月22日）
　タイベック展張区と未展張区の温度差約
2℃の温度差があります。
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